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【緒言】剣道における上肢に関する研究で重要になって

くるのは「手の内」と呼ばれる技術である.先行研究では, 
大きく振りかぶって打突を行う方法で研究を行なって

おり,実戦とは異なる手法で行われてきた.しかし実戦に

近い小さい振り上げでの速い打突動作の解析は行われ

ていない.そこで本研究の目的は,面打ち,小手打ち,胴打

ちの打突動作中の前腕筋群の筋活動パターン,およびそ

の左右差を明らかにし,「手の内」の指導に有用な知見を

得ることとした. 
【方法】被験者は,剣道競技歴13年以上の健康なW大

学体育会剣道部員6名である.試行方法は, 面打ち,小手

打ち,胴打ちを元立ちへ,大きく振りかぶらず, 実戦に近

い小さい振り上げでの速い打突動作で行わせた. 竹刀は

カーボン竹刀(長谷川工業科学株式会社)を用い,被験者

はその他の防具類は着用せずに行わせた.なお,被験者全

員が同じカーボン竹刀を使用した.竹刀の長さは大学生

以上が使用する長さである3尺9寸(118cm),重さ510g
である.元立ち(打たれる側,受け手のこと)の高さは被験

者の平均身長に近い175cmの者とした.また元立ちとの

距離は,各々が普段の練習と同じく一足一刀の間合,すな

わち一踏み込み一振りで打突が可能な距離と言われる,
約180cmであった.加えて,剣道の構えは全員中段の構え

にて行った.なお,被験者は試行の際に継ぎ足(後足を前足

の近くまで引き付け,その勢いで踏み込んで打つ足さば

きのこと)を使わせず,その場から打ち込ませるようにし

た. 試行の方法としては試行間の休憩を15秒とし,順番

は面打ち,小手打ち,胴打ち順に行った.これらの試行の映

像をハイスピードカメラを用いて記録するとともに, 筋
活動の測定には左右前腕の,長橈側手根伸筋,尺側手根伸

筋,橈側手根屈筋の6筋の筋活動を記録した.分析の対象

は,各試行 3回のうち,刃筋が正しいものを解析に使用し

た. 筋電図信号を全波整流した後,各試行のRMSを算出

し,その値を当該試行における各筋の代表(筋活動)とし

た. 統計処理における各筋の筋電位における試行間差の

検討は,対応のあるの多変量分散分析により行なった.F
値が有意であった場合には,Bonferroni検定による多重

比較検定を行い,群間差を検討した.またすべての検定に

おいて,有意水準5％をもって有意と定めた. 
【結果】解析対象を分けるため,面打ち,小手打ちにお

いては,構えの姿勢(竹刀が水平面に対して約15°)から水

平面と竹刀のなす角度が最大振り上げ角度(約100°)に
達するまでとした.この局面をそれぞれMF,KFとした.
続いて,竹刀が最大振り上げ角度を示す時点から,打突部

位を捉えるまでをMD,KDとした.また, 胴打ちにおい

ては,構えの姿勢(竹刀が水平面に対して約15°)から竹刀

の剣先が最遠点までとした.この局面をDFとした.続い

て,竹刀の剣先が最遠点から,打突部位を捉えるまでを

DDとした. 
その結果,MF,MD,KF,KD,DF,DD全てにおいて,左右

の筋群に有意差はみられなかった. また打突動作の違い

においても同様であった. 
【考察】先行研究では,左右に有意差があるが,本研究で

は左右に有意差がみられなかった.しかし,剣道歴25年

以上七段の高度鍛錬者による面打ちの筋放電では左右

同程度に橈側手根屈筋に筋放電がみられている.また引

き技における筋放電活動の先行研究についても,素速い

引き面,引き小手における筋活動に,左右差の有意差は見

られなかったという点からも実戦に近い形式の打突動

作においては左右差がないということが示唆された.ま
た面打ち,小手打ち,胴打ちの比較においても,被験者の構

えから振りかぶり前までの上肢の動きが面打ち,小手打

ち,胴打ち全てが同じような動きを示している点から, 
実戦に近い形式の打突動作においては,打突動作の違い

によって筋活動に差がないことも分かった.そして筋群

間おいては従来,剣道では疲労に伴い無駄な力が加わら

ない時こそ,真の打突ができるとされているため,平時の

打突動作では無理な力を入れないことが意識されてお

り,各局面における筋群間に有意差がなかったと考えら

れる. 
【結論】 
 振り上げ動作が小さく,そして素速い打突動作の面打

ち,小手打ち,胴打ちにおいて左右差,試行の違いによる有

意差,各筋群間において有意な差は認められなかった. 
 


